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市では、将来の人口減少や施設の老朽化など、公共施設を取り巻く環境の変化を見据え、公共施

設マネジメントを推進しています。 

「にぎわいの創出」、「利便性の向上」などを目的に、小川駅西口地区再開発ビルの４・５階と「（仮

称）小川にぎわい広場」用地を取得するとし、令和元年度に「小川駅西口地区市街地再開発事業公

共床等の整備基本計画」を策定し、近隣の西部市民センターや小平元気村おがわ東の一部の機能を

移転することとしました。 

令和２年６月には、小川駅西口再開発ビル公共床の基本設計レイアウト（案）について、ワーク

ショップ及び利用者・利用団体ヒアリングを行う予定でしたが、４月に国の緊急事態宣言が発令さ

れたこと等を考慮し、市ホームページによる意見募集に変更しました。６月１１日から２４日の 

１４日間で３６人から延べ１８４件のご意見をいただきました。 

これらを踏まえて、市は基本設計レイアウト（案）を修正し、８月に修正案に関する意見募集、  

ワークショップ、利用者・利用団体ヒアリングを行う予定です。 

 裏面には、６月の意見募集で寄せられた主な意見を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

小川駅西口再開発ビル公共床のレイアウト（案）に関する 

意見募集（令和２年６月）を行いました。 

小平市公共施設マネジメントニュース 
令和２年８月号 

 

【コンセプトの具体化（案）】 

４階・５階全体レイアウトコンセプト 「本と多様な活動が重なりあう創造空間」 

４階レイアウトコンセプト 「利便性の向上と子育て世代の利用促進」 

５階レイアウトコンセプト 「開放的で多様な活動の共存」 
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【お問合せ】 小平市 企画政策部 公共施設マネジメント課 

〒187-8701 小平市小川町 2-1333 TEL042-346-9557 FAX042-346-9513 

メールアドレス facility-mg@city.kodaira.lg.jp 

 

【公民館の機能に関すること】 

①公民館、図書館という従来の施設ではなく、新しい総合的な名称に変えるのか。 

②多目的室は学習室、講座室、工作室と機能を分けるべき。 

 

 

意見募集で寄せられた主なご意見 

【図書館の機能に関すること】 

①本を静かに読む空間と、本を読みながら対話が生まれやすい空間のメリハリがあるとよい。 

②書架の端や多目的室の横にも椅子や座ることのできる台があれば、気軽に本を読んだり人のたまり場ができる。  

③４階西側を子どもエリア、若い保護者エリア、ティーンズエリアとしてまとめるアイデアはよい。 

④時間外でもリクエスト本が受け取れるよう、受け取りＢＯＸを設置してほしい。 

【あすぴあ・ひらくの機能に関すること】 

①あすぴあなどの活動が、公共からの支えも十分行いながら、市民的な自立性・自由性をしっかり保てるようにし 

てほしい。 

②男女共同参画は生涯学習や市民活動支援と一体的にとあるが、運用内容や一体的にすることでの施策効果は具体

的にどのようになるか。 

③あすぴあ・ひらくの専用のスペースを作ってほしい。 

【各部屋のレイアウト等に関すること】 

①共有部分を増やし、各種サークルの刊行物等が閲覧できるスペースを確保してほしい。  

②おはなし室は円形でなく、壁側に寄せてほしい。また、子どもたちが集中してお話を聞ける環境としてほしい。  

③調理室は、講師専用の調理台を備え、４グループ位の調理台を備えてほしい。  

④フリースペースはお菓子を食べながら勉強できる緩い空間としてほしい。  

⑤４階のイベントスペースで、講座で学んだことをアウトプットしたり、市民や親子で楽しめるイベントを企画出 

来ても面白い。 

⑥吹抜けはいらないので、床面を確保すべき。 

⑦吹抜けはデザインカフェにあった内容が反映されていてとてもいいと思う。 

⑧吹抜け部分でイベントができるなら、５階の吹抜け周辺の閲覧席は４階を眺められるような空間としてほしい。 

⑨部屋の内外には、展示用の金具を取り付けてほしい。 

⑩絨毯の様な床は衛生的によくないため、交換できるようなものとしてほしい。 

⑪憩いの場を５階にも設置してほしい。 

【その他に関すること】 

①レイアウト案の図面に人の大きさや車いすの大きさを示すとわかりやすい。 

②子育て世代、若者をメインターゲットにしたレイアウト案は、「賑わいの創出」にふさわしく好感が持てる。 

【出張所の機能に関すること】 

①駅に密着した公共床として、特に出張所機能の使いやすさ・わかりやすさを重視してほしい。 

【ユニバーサルデザインに関すること】 

①案内図はわかりやすいものとしてほしい。 

②各部屋やトイレの入口、エレベーターのボタン、階段の手すり等に、点字表示を設置してほしい。 

③階段の始まりと終わりに点字ブロックを設置してほしい。 

④弱視の人のために、床と壁や階段にコントラストをつけてほしい。 


